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は
じ
め
に

　
中
国
の
急
速
か
つ
持
続
的
な
経
済
発
展
の
源
泉
を
考
察
す
る
際
、

安
価
な
労
働
力
の
存
在
と
、
そ
れ
を
利
用
可
能
に
し
た
制
度
改
革
に

関
す
る
議
論
を
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
﹇
渡
邉
編 2013
﹈。
改
革

開
放
前
の
中
国
で
は
、
都
市
の
工
業
化
を
優
先
的
に
進
展
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
に
、
都
市
・
農
村
間
の
人
口
移
動
を
制
限
す
る
戸
籍
制
度

が
一
九
五
〇
年
代
半
ば
に
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
戸
籍
制
度
に
お
い

て
、「
農
民
」
は
職
業
で
は
な
く
、
農
業
戸
籍
（「
農
業
戸
口
」）
の

保
有
者
と
い
う
社
会
的
身
分
と
し
て
扱
わ
れ
、
都
市
戸
籍
（「
非
農

業
戸
口
」）
へ
の
転
入
や
都
市
で
の
定
住
は
、
一
九
七
〇
年
代
末
の

改
革
開
放
政
策
の
実
施
前
ま
で
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
改
革
開
放
政
策
の
広
が
り
と
と
も
に
、
農
村
部
に
大
量

に
存
在
す
る
安
価
な
労
働
力
の
存
在
が
注
目
さ
れ
、
都
市
部
の
製
造

業
や
建
設
業
、
そ
し
て
郷
鎮
企
業
に
安
価
な
労
働
者
が
吸
収
さ
れ
る

形
で
急
速
な
産
業
発
展
が
進
ん
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
動
き
を
促
進

し
た
の
が
人
口
移
動
や
就
業
に
関
す
る
制
度
改
革
で
あ
る
。
一
九
八

〇
年
代
半
ば
に
農
民
の
地
方
都
市
へ
の
移
動
が
部
分
的
に
認
め
ら

れ
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
大
都
市
へ
の
労
働
移
動
の
認
可
と
出
稼
ぎ

労
働
者
に
対
す
る
地
域
限
定
の
戸
籍
発
行
も
行
わ
れ
て
き
た
。

　
農
村
か
ら
の
出
稼
ぎ
労
働
者
は
「
農
民
工
」（
出
身
地
の
農
村
か

ら
離
れ
、
都
市
部
で
就
業
す
る
労
働
者
）
と
総
称
さ
れ
、
そ
の
総
数

は
一
九
九
〇
年
代
か
ら
顕
著
な
増
加
を
示
し
て
い
る
。
国
家
統
計
局

と
農
業
部
の
調
査
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
地
元
の
「
郷
鎮
」
か
ら
離
れ

た
農
民
工
は
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭
の
約
三
〇
〇
〇
万
人
か
ら
一
九

中
国
で「
農
業
の
女
性
化
」は 

広
が
っ
て
い
る
の
か
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九
〇
年
代
末
に
は
六
〇
〇
〇
万
人
を
上
回
り
、
二
〇
〇
〇
年
代
前
半

に
は
一
億
人
、
二
〇
一
〇
年
に
は
一
億
五
〇
〇
〇
万
人
を
超
え
た
。

そ
の
一
方
で
、
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
頃
か
ら
農
民
工
供
給
の
頭
打
ち

傾
向
が
強
ま
り
、
長
江
デ
ル
タ
地
域
を
中
心
に
農
民
工
に
対
す
る
権

利
保
護
政
策
も
進
め
ら
れ
て
い
る
﹇
山
口 2009 ; 

厳 2009 ; 

渡
邉
編 

2013

﹈。

　
こ
の
農
民
工
の
増
加
と
と
も
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
農
業
労

働
の
高
齢
化
と
女
性
化
で
あ
る
。
若
年
層
を
中
心
に
都
市
部
へ
の
労

働
移
動
が
進
展
す
る
一
方
で
、
中
高
齢
者
は
農
村
に
と
ど
ま
り
、
農

業
労
働
に
従
事
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
﹇G

aetano and Jacka 2004 ; 

李
・
趙 2009 ; 

蔡
・
黄 2017 ; 

寳
劔 2017
﹈。
ま
た
、
若
年
時
に
出
稼

ぎ
し
た
労
働
者
も
、
結
婚
や
子
供
の
出
産
、
育
児
や
介
護
と
い
っ
た

理
由
で
農
村
部
に
戻
る
人
が
増
え
、
そ
の
傾
向
は
特
に
女
性
で
顕
著

で
あ
る
と
い
う
﹇
国
家
統
計
局
住
戸
調
査
弁
公
室 2011
﹈。
高
齢
者

と
女
性
が
農
業
労
働
に
主
と
し
て
従
事
す
る
状
況
は
「
三
ち
ゃ
ん
農

業
」
と
呼
ば
れ
、
女
性
の
地
位
向
上
に
関
す
る
国
際
的
な
議
論
と
軌

を
一
に
す
る
形
で
、「
農
業
の
女
性
化
」（fem

inization of ag ri cul-
ture

）は
中
国
の
内
外
で
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
﹇
呉
・
饒 2009 ; M

u 
and de W

alle 2011 ; C
hang et al. 2011 a; de Brauw et al. 2013

﹈。

　
し
か
し
な
が
ら
「
農
業
の
女
性
化
」
に
つ
い
て
、
各
地
域
の
実
態

調
査
に
基
づ
く
研
究
が
増
加
す
る
一
方
で
、
マ
ク
ロ
デ
ー
タ
に
基
づ

く
体
系
的
な
考
察
は
限
定
的
で
、「
農
業
の
女
性
化
」
の
概
念
も
統

一
化
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
存
在
す
〉
1
〈

る
。
ま
た
、
農
村
経
済

に
お
け
る
「
農
業
の
女
性
化
」
の
位
置
づ
け
や
そ
の
社
会
経
済
的
な

背
景
、
農
業
生
産
・
経
営
の
構
造
変
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
体
系

的
な
考
察
が
不
足
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
中
国
の
農

業
セ
ン
サ
ス
と
全
国
規
模
の
標
本
調
査
を
利
用
し
、
農
業
就
業
に
関

す
る
統
計
デ
ー
タ
を
厳
密
に
整
理
す
る
こ
と
で
、「
農
業
の
女
性

化
」
が
中
国
農
村
で
広
が
っ
て
い
る
か
否
か
を
検
証
し
て
い
く
。
さ

ら
に
、
農
業
生
産
・
経
営
の
マ
ク
ロ
的
変
化
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
、

「
農
業
の
女
性
化
」
が
注
目
さ
れ
て
き
た
背
景
に
つ
い
て
、
経
済
学

的
視
点
か
ら
考
察
す
る
こ
と
が
、本
稿
の
も
う
一
つ
の
目
的
で
あ
る
。

　
本
稿
の
構
成
と
し
て
、
ま
ず
第
一
節
で
農
業
セ
ン
サ
ス
と
大
規
模

標
本
調
査
に
基
づ
き
、
農
業
就
業
者
と
農
業
就
業
日
数
の
男
女
比
率

の
視
点
か
ら
「
農
業
の
女
性
化
」
を
検
証
し
て
い
く
。
つ
づ
く
第
二

節
で
は
、
農
村
世
帯
の
所
得
構
成
と
農
村
労
働
市
場
の
変
化
、
そ
し

て
農
業
生
産
の
主
要
な
投
入
財
で
あ
る
労
働
と
農
業
機
械
と
の
代
替

関
係
に
注
目
し
、
農
業
を
め
ぐ
る
社
会
経
済
環
境
の
変
化
を
明
ら
か

に
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
、「
農
業
の
女
性
化
」
に
関
す
る
本
論
文

の
結
論
と
今
後
の
課
題
を
記
述
し
、
本
稿
を
締
め
く
く
る
。
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一
　
マ
ク
ロ
デ
ー
タ
か
ら
み
る 

農
業
就
業
構
造
の
変
化

㈠
　
農
業
セ
ン
サ
ス
に
み
る
農
業
就
業

　
一
九
九
六
年
か
ら
一
〇
年
間
隔
で
実
施
さ
れ
て
い
る
農
業
セ
ン
サ

ス
は
、
中
国
農
業
の
全
体
像
を
知
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

こ
の
農
業
セ
ン
サ
ス
で
は
、
中
国
農
業
の
構
造
変
化
を
反
映
し
て
、

調
査
対
象
範
囲
や
質
問
票
の
構
成
、
各
項
目
の
定
義
な
ど
に
関
し

て
、
年
次
間
で
多
く
の
変
更
が
加
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
セ

ン
サ
ス
を
利
用
し
た
時
系
列
的
比
較
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
定
義

に
関
す
る
詳
細
な
確
認
作
業
と
デ
ー
タ
の
慎
重
な
取
り
扱
い
が
求
め

ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
セ
ン
サ
ス
の
多
く
の
指
標
の
な
か
か
ら
、
年

次
間
で
の
整
合
性
が
相
対
的
に
高
い
「
家
族
農
業
就
業
者
」（
家
族

経
営
で
農
業
を
行
っ
て
い
る
農
業
就
業
者
）
と
い
う
指
標
に
注
目

し
、
年
齢
別
・
性
別
の
就
業
状
況
を
考
察
し
て
い
く
。

　
セ
ン
サ
ス
別
の
家
族
農
業
就
業
者
に
関
す
る
定
義
に
つ
い
て
は
、

表
1
に
整
理
し
た
。
こ
の
表
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
世
帯
や
就

業
者
の
定
義
に
つ
い
て
年
次
間
で
少
な
か
ら
ず
変
更
が
あ
る
た
め
、

絶
対
数
を
用
い
た
時
系
列
的
な
比
較
は
適
切
で
は
な
い
。
ま
た
、
他

の
年
次
と
比
較
し
て
、
第
二
回
セ
ン
サ
ス
は
若
年
層
に
関
す
る
調
査

対
象
範
囲
が
狭
く
、
時
系
列
的
な
比
較
に
は
適
さ
な
い
。
そ
こ
で
表

2
で
は
、
一
九
九
六
年
と
二
〇
一
六
年
の
デ
ー
タ
に
限
定
し
て
、
家

表１　農業センサスにおける家族農業就業者の定義

第１回

家族就業者（「家庭従業人員」）の農業就業者（「農業従業人員」）：
　  家族就業者（生産活動に参加する世帯構成員で、実物あるいは現金の収入を得
ている人。年齢の大小を問わないが、10日以上就業している人）のうち、農
業への就業時間が最も長い就業者のこと。

第２回

農業就業者（「農業従業人員」）：
　  農村住戸および城鎮農業生産経営戸の「常住人口」（住戸の登録世帯員のなか
で地元居住期間が６カ月以上の世帯員）のうち、農業（農林牧水産業、農業
サービス業）を主とする「就業人員」（就業期間が１カ月以上の就業者。在校
生は含まず）のこと。

第３回
農業生産経営就業者（「農業生産経営人員」）：
　  「農業経営戸」（農林牧水産業、農業サービス業に従事する世帯）のうち、累計

30日以上にわたり農業生産経営活動に従事する人のこと（兼業者も含む）。

出所：『中国第一次農業普査資料綜合提要』、『中国第二次全国農業普査資料綜合匯編 総合
巻』、『中国第三次全国農業普査総合資料』より筆者作成。
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族
農
業
就
業
者
の
年
齢
階
層
別
と
性
別
の
構
成
比
を
示
し
た
。

　
ま
ず
表
2
の
年
齢
階
層
別
構
成
比
を
み
る
と
、
三
五
歳
以
下
の
構

成
比
が
一
九
九
六
年
の
六
二
・
七
％
か
ら
二
〇
一
六
年
に
は
一
九
・

一
％
に
大
幅
に
低
下
す
る
一
方
、
五
五
歳
以
上
の
構
成
比
が
一
〇
・

四
％
か
ら
三
四
・
一
％
に
大
き
く
上
昇
し
た
こ
と
が
明
確
に
示
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
壮
年
世
代
（
三
六
〜
五
四
歳
）
の
比
率
も
二
七
・

〇
％
か
ら
四
六
・
八
％
に
二
〇
ポ
イ
ン
ト
近
く
上
昇
し
た
こ
と
も
含

め
て
考
え
る
と
、
農
業
就
業
者
の
高
齢
化
が
こ
の
二
〇
年
間
で
大
き

く
進
展
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
、
農
村
部
の
人
口
全
体
が

高
齢
化
し
て
い
る
こ
と
も
差
し
引
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
一
九

九
五
年
か
ら
二
〇
一
五
年
の
中
国
全
体
の
五
五
歳
以
上
人
口
比
率

（W
orld Population Prospects 2019

に
基
づ
く
）
が
八
・
〇
ポ
イ
ン
ト

し
か
増
え
て
い
な
い
点
を
考
慮
し
て
も
、
農
業
就
業
者
の
中
心
が
壮

年
層
と
高
齢
層
と
な
っ

て
き
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
〉
2
〈
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
表

2
の
農
業
就
業
者
に
占

め
る
女
性
比
率
を
み
る

と
、
一
九
九
六
年
の
五

二
・
一
％
か
ら
二
〇
一

六
年
に
は
四
七
・
八
％

に
低
下
し
て
き
た
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
結
果
は
「
農
業
の
女
性
化
」
を
支
持
し
て
お
ら

ず
、
む
し
ろ
「
農
業
の
男
性
化
」
が
徐
々
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。
な
お
、
表
2
で
は
家
族
経
営
の
農
業
就
業
者
の
み

を
対
象
と
し
た
が
、
家
族
経
営
以
外
（
企
業
的
経
営
な
ど
）
の
農
業

就
業
者
の
構
成
比
は
一
・九
〜
三
・五
％
で
、
そ
の
女
性
比
率
も
一
九

九
六
年
の
三
六
・
一
％
か
ら
二
〇
一
六
年
の
四
〇
・
六
％
に
な
る
な

ど
、
小
幅
な
上
昇
に
と
ど
ま
る
。
し
た
が
っ
て
、
農
業
セ
ン
サ
ス
の

農
業
就
業
者
で
検
討
す
る
限
り
、
農
業
就
業
者
の
高
齢
化
は
着
実
に

進
展
す
る
一
方
で
、「
農
業
の
女
性
化
」
は
必
ず
し
も
広
が
っ
て
い

な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　
た
だ
し
農
業
セ
ン
サ
ス
の
農
業
就
業
者
比
率
で
は
、
農
村
就
業
者

全
体
に
占
め
る
農
業
就
業
者
数
の
割
合
や
農
村
人
口
の
男
女
比
と

い
っ
た
要
因
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
な
〉
3
〈
い
。
ま
た
、
農
業
セ
ン

サ
ス
で
は
中
国
全
体
と
し
て
の
農
業
就
業
状
況
を
把
握
で
き
る
が
、

各
々
の
就
業
者
が
ど
の
程
度
の
強
度
で
農
業
に
従
事
し
て
い
る
の
か

明
確
に
で
き
な
い
と
い
っ
た
欠
点
も
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
課
題

に
対
処
す
る
た
め
、
大
規
模
家
計
調
査
の
個
票
デ
ー
タ
を
使
用
し
て

考
察
を
進
め
て
い
く
。

㈡
　
大
規
模
家
計
調
査
に
み
る
農
業
就
業
の
特
徴

　
本
稿
で
は
、
中
国
に
関
す
る
全
国
規
模
の
家
計
調
査
で
あ
る
Ｃ
Ｈ

Ｉ
Ｐ（C

hina H
ouse hold Incom

e Project

）を
利
用
し
て
、
中
国
農

村
に
お
け
る
農
業
就
業
の
実
態
に
迫
っ
て
い
く
。
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
と
は
、

  表２　 家族農業就業者の 
年齢別・性別構成比

(％）

1996年 2016年

35歳以下
36～54歳
55歳以上

62.7
27.0
10.4

19.1
46.8
34.1

女性比率 52.1 47.8

注：1996年の年齢区分けは「36～55
歳以下」と「56歳以上」である。

出所：表１と同様。
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世
帯
所
得
を
主
た
る
分

析
対
象
と
す
る
全
国
規

模
の
家
計
調
査
の
こ
と

で
、
調
査
対
象
世
帯
は

国
家
統
計
局
の
家
計
調

査
対
象
世
帯
か
ら
再
抽

出
さ
れ
て
い
〉
4
〈

る
。
Ｃ
Ｈ

Ｉ
Ｐ
は
五
回
（
一
九
八

八
年
、
一
九
九
五
年
、

二
〇
〇
二
年
、
二
〇
〇

七
年
、
二
〇
一
三
年
）

に
わ
た
っ
て
実
施
さ

れ
、
本
調
査
に
は
世
帯

構
成
員
の
就
業
状
況
や

農
業
活
動
に
関
す
る
質

問
項
目
も
含
ま
れ
る
。

本
論
文
で
は
、「
就
業

状
況
」
と
「
農
業
就
業

の
有
無
」
に
つ
い
て
、

質
問
項
目
が
ほ
ぼ
共
通

な
四
カ
年
（
一
九
八
八

年
を
含
ま
ず
）
の
デ
ー

タ
、
世
帯
全
体
の
就
業

日
数
に
つ
い
て
は
、
調
査
項
目
と
調
査
対
象
範
囲
の
共
通
性
が
高
い

二
カ
年
（
二
〇
〇
二
年
と
二
〇
一
三
年
）
の
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
、

「
農
業
の
女
性
化
」
に
関
す
る
考
察
を
進
め
て
い
く
。

　
ま
ず
、
労
働
年
齢
人
口
（
一
五
〜
六
五
歳
未
満
）
に
関
す
る
就
業

状
況
を
表
3
に
整
理
し
た
。
こ
の
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
就
業
状

態
に
あ
る
女
性
の
比
率
は
男
性
の
そ
れ
と
比
較
し
て
一
貫
し
て
低

く
、
特
に
二
〇
一
三
年
に
は
そ
の
格
差
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
述
べ
る
と
、
一
九
九
五
年
の
男
女
別
就
業
率
は
そ
れ
ぞ
れ

八
六
・
八
％
と
七
八
・
八
％
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
二
年
に
は
八
〇
・

四
％
と
七
一
・
九
％
、
二
〇
一
三
年
に
は
七
九
・
七
％
と
六
三
・
九
％

と
な
る
な
ど
、
時
間
が
経
過
す
る
に
つ
れ
て
女
性
の
就
業
率
低
下
が

顕
著
に
な
っ
て
き
た
。

　
こ
の
就
業
率
低
下
の
主
た
る
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
家

事
労
働
の
専
従
率
上
昇
で
あ
る
。
家
事
労
働
へ
の
専
従
率
に
つ
い

て
、
男
性
で
は
一
九
九
五
年
の
〇
・九
％
か
ら
二
〇
一
三
年
に
は
五
・

七
％
に
上
が
っ
て
き
た
が
、
女
性
の
家
事
専
従
の
傾
向
は
よ
り
明
確

で
、
一
九
九
五
年
の
一
〇
・二
％
か
ら
二
〇
一
三
年
に
は
一
九
・三
％

を
占
め
る
に
至
っ
た
。
こ
の
家
事
専
従
率
上
昇
の
背
景
に
は
、
農
村

世
帯
の
所
得
水
準
上
昇
に
よ
る
労
働
供
給
へ
の
意
欲
低
下
、
農
業
経

営
の
外
部
委
託
を
通
じ
た
農
業
労
働
の
省
力
化
、
農
地
貸
し
出
し
に

よ
る
世
帯
の
実
質
的
な
非
農
業
化
、
労
働
年
齢
人
口
の
時
系
列
的
な

高
齢
化
と
い
っ
た
要
因
が
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
〉
5
〈

る
。

　
こ
の
よ
う
に
中
国
農
村
の
就
業
率
は
緩
や
か
な
低
下
傾
向
を
示
し

表３　労働年齢人口の就業状況
⑴ 男性 （％） ⑵ 女性 （％）

1995年 2002年 2007年 2013年 1995年 2002年 2007年 2013年

就業
在学
家事労働
退職
失業・待業
病休
その他

86.8
8.4
0.9
0.4
0.3
0.8
2.4

80.4
11.3
2.7
0.4
2.0
0.6
2.6

85.1
8.5
3.2
0.4
0.9
0.8
1.2

79.7
8.3
5.7
0.5
1.8
0.6
3.4

就業
在学
家事労働
退職
失業・待業
病休
その他

78.8
7.5

10.2
0.0
0.2
0.9
2.3

71.9
9.5

14.2
0.1
1.8
0.6
1.9

74.2
8.2

14.3
0.3
0.9
1.1
1.0

63.9
8.4

19.3
0.5
1.4
1.6
4.8

出所：CHIPの個票データより筆者推計。
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て
い
る
が
、
就
業
状

態
に
あ
る
労
働
者
に

お
い
て
も
、
若
年
世

代
や
壮
年
世
代
を
中

心
に
農
業
離
れ
が
進

展
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
。
図
1

は
、
農
業
活
動
に
全

く
従
事
し
て
い
な
い

就
業
者
（
未
就
業
者

は
含
ま
ず
）
の
割
合

を
年
齢
階
層
別
に
整

理
し
た
も
の
で
あ

る
。
就
学
や
定
年
等

の
影
響
を
受
け
や
す

い
一
五
〜
一
九
歳
と

六
〇
〜
六
五
歳
未
満

の
年
齢
層
は
本
図
か

ら
除
外
し
た
が
、
こ

れ
ら
の
年
齢
階
層
を

含
め
て
も
全
体
的
な

傾
向
に
は
大
き
な
変

化
は
な
い
。
図
1
で

明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
農
業
活
動
に
全
く
従
事
し
て
い
な

い
就
業
者
の
割
合
は
、
男
女
と
も
に
年
次
の
経
過
と
と
も
に
一
貫
し

て
上
昇
し
て
お
り
、
若
い
年
齢
層
ほ
ど
農
業
未
就
業
の
割
合
が
高
く

な
る
傾
向
も
確
認
で
き
る
。

　
具
体
的
に
み
て
い
く
と
、
図
1

－

2
の
二
〇
歳
代
の
女
性
に
関
し

て
、
農
業
活
動
を
全
く
行
っ
て
い
な
い
就
業
者
の
割
合
は
一
九
九
五

年
の
八
％
か
ら
二
〇
〇
二
年
に
は
二
八
％
、
二
〇
〇
七
年
に
は
三

六
％
、
二
〇
一
三
年
に
は
七
一
％
に
上
昇
し
た
。
二
〇
歳
代
ほ
ど
で

は
な
い
が
、
同
様
の
傾
向
は
す
べ
て
の
年
齢
層
で
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
農
業
就
業
が
な
い
女
性
就
業
者
の
割
合
は
一

九
九
五
年
に
は
二
〇
歳
代
を
除
く
す
べ
て
の
年
齢
層
で
約
二
％
で

あ
っ
た
が
、
二
〇
一
三
年
に
は
三
〇
歳
代
で
は
五
〇
％
、
四
〇
歳
代

で
は
二
八
％
、
五
〇
歳
代
で
は
一
四
％
に
上
昇
し
て
き
た
。
ま
た
、

農
業
活
動
に
全
く
従
事
し
な
い
就
業
者
の
割
合
を
男
女
別
に
比
較
す

る
と
、
男
性
就
業
者
の
方
が
や
や
高
い
が
、
男
女
間
で
大
き
な
違
い

は
観
察
さ
れ
な
い
。
一
方
、
農
業
活
動
に
全
く
従
事
し
な
い
就
業
者

比
率
に
つ
い
て
、
男
女
と
も
に
二
〇
〇
七
〜
二
〇
一
三
年
の
時
期
に

顕
著
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
村
労
働
者
の
農
業
離
れ
が
二
〇
〇
〇
年

代
後
半
か
ら
強
ま
っ
て
き
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
さ
ら
に
世
帯
全
体
と
し
て
の
就
業
状
況
や
女
性
の
農
業
就
業
を
体

系
的
に
検
討
す
る
た
め
、
よ
り
詳
細
な
デ
ー
タ
が
利
用
可
能
な
二
〇

〇
二
年
と
二
〇
一
三
年
に
限
定
し
、
世
帯
単
位
で
集
計
し
た
就
業
日

数
と
そ
の
女
性
比
率
を
表
4
に
ま
と
め
た
。
ま
ず
世
帯
平
均
の
年
間

0

20

40

60

80

100

1995 2002 2007 2013

20–29歳 30–39歳
40–49歳 50–59歳

（％）

（年）

  図1‒1　 農業就業日なしの就業者比率 
（男性）

0

20

40

60

80

100

1995 2002 2007 2013

20–29歳 30–39歳
40–49歳 50–59歳

（％）

（年）

  図1‒2　 農業就業日なしの就業者比率 
（女性）

出所：CHIPの個票データより筆者推計。



197──中国で「農業の女性化」は広がっているのか

就
業
日
数
を
み
る

と
、
両
年
と
も
に
約

七
〇
〇
日
で
、
女
性

の
就
業
日
数
比
率
も

四
五
〜
四
七
％
で
大

き
な
違
い
は
存
在
し

な
い
。
し
か
し
、
時

間
の
経
過
と
と
も
に

農
業
就
業
の
強
度
は

顕
著
に
低
下
し
、
農

業
の
平
均
就
業
日
数

で
み
る
と
二
〇
〇
二

年
の
四
六
四
日
か
ら

二
〇
一
三
年
に
は
二

五
四
日
に
な
っ
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
非

農
業
の
平
均
就
業
日
数
は
二
〇
〇
二
年
の
二
四
一
日
か
ら
二
〇
一
三

年
に
は
四
四
三
日
に
大
き
く
増
加
す
る
な
ど
、
こ
の
一
一
年
間
で
農

村
世
帯
の
非
農
業
就
業
が
着
実
に
進
行
し
、
世
帯
全
体
の
就
業
活
動

の
中
心
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
女
性
の
農
業
就
業

日
数
比
率
を
み
て
み
る
と
、
両
年
と
も
に
ほ
ぼ
五
割
を
占
め
て
い
て

顕
著
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
女
性
の
非
農
業
就
業

日
数
比
率
は
二
〇
〇
二
年
の
三
三
％
か
ら
二
〇
一
三
年
に
は
四
一
％

に
な
る
な
ど
、
非
農
業
就
業
で
の
女
性
の
貢
献
が
む
し
ろ
高
ま
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
の
就
業
状
況
を
年
次
間
で
比
較
す
る

と
、
男
女
と
も
に
農
業
就
業
日
数
は
大
幅
に
減
少
す
る
一
方
で
非
農

業
就
業
日
数
が
顕
著
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
同
様
の
傾
向
は
、
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
以
外
の
大
規
模
な
家
計
調
査
か
ら
も

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
全
国
規
模
の
家
計
調
査
で
あ
る
Ｃ
Ｈ
Ｎ

Ｓ
（C

hina H
ealth and N

utrition Survey

）
は
、
世
帯
・
個
人
の

健
康
・
栄
養
状
況
と
経
済
活
動
に
焦
点
を
あ
て
た
調
査
で
、
一
九
九

一
年
か
ら
継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｈ
Ｎ
Ｓ
に
お
い
て
も
世

帯
員
別
の
就
業
時
間
デ
ー
タ
が
利
用
可
能
で
あ
る
た
め
、
農
業
就
業

の
有
無
や
農
業
就
業
の
時
間
を
利
用
し
た
「
農
業
の
女
性
化
」
の
実

証
分
析
が
精
力
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
﹇
毛
・
劉 2009 ; M

u and 
de W

alle 2011 ; C
hang et al. 2011 b; de Brauw et al. 2013

﹈。

　
そ
こ
で
先
行
研
究
に
基
づ
き
、
Ｃ
Ｈ
Ｎ
Ｓ
の
農
業
就
業
の
記
述
統

計
を
表
5
に
整
理
し
た
。
こ
の
表
を
み
る
と
、
農
業
就
業
を
行
っ
て

い
る
世
帯
の
割
合
は
、
一
九
九
一
年
の
八
九
％
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に

は
七
五
％
、
二
〇
〇
九
年
に
は
六
五
％
と
な
り
、
緩
や
か
な
低
下
傾

向
が
観
察
さ
れ
る
。
さ
ら
に
農
業
就
業
の
あ
る
世
帯
に
限
定
し
、
農

業
就
業
の
世
帯
平
均
時
間
を
示
し
た
が
、
一
九
九
一
年
の
三
五
二
八

時
間
か
ら
二
〇
〇
九
年
に
は
一
三
九
九
時
間
に
激
減
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
ま
た
女
性
の
農
業
就
業
時
間
も
大
幅
に
減
少
し
て
い
る

が
、
世
帯
全
体
の
農
業
就
業
時
間
に
占
め
る
割
合
は
徐
々
に
高
ま

り
、
一
九
九
一
年
の
五
三
％
か
ら
二
〇
〇
九
年
に
は
五
九
％
と
な
っ

表４　農村世帯調査（CHIP）による年間就業日数の推移

2002年 2013年

世帯平均の年間就業日数（日） 705 697

女性の就業日数比率（％） 47 45

世帯平均の年間農業就業日数（日） 464 254

女性の農業就業日数比率（％） 54 53

世帯平均の年間非農業就業日数（日） 241 443

女性の非農業就業日数比率（％） 33 41

出所：CHIPの個票データより筆者推計。
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た
。
た
だ
し
女
性
の
就

業
時
間
に
占
め
る
農
業

就
業
の
割
合
は
、
六
割

弱
の
水
準
に
推
移
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
就
業

時
間
で
み
る
と
女
性
の

農
業
就
業
の
強
度
が
顕

著
に
高
ま
っ
て
い
る
と

は
い
え
な
い
。

　
以
上
の
農
業
セ
ン
サ

ス
と
大
規
模
家
計
調
査

に
よ
る
知
見
を
ま
と
め

る
と
、
⑴
一
九
九
六
年

か
ら
二
〇
一
六
年
の
二

〇
年
間
に
家
族
農
業
就

業
者
に
占
め
る
女
性
比

率
は
低
下
し
て
き
た
こ

と
、
⑵
農
村
世
帯
全
体

と
し
て
農
業
就
業
日
数

は
顕
著
に
減
少
す
る
一
方
で
、
非
農
業
就
業
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て

き
た
こ
と
、
⑶
世
帯
全
体
の
農
業
就
業
日
数
に
占
め
る
女
性
比
率
は

五
割
前
後
の
比
較
的
安
定
し
た
数
値
を
と
り
続
け
て
お
り
、
明
確
な

上
昇
傾
向
は
観
察
さ
れ
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、

農
業
就
業
者
比
率
や
農
業
就
業
日
数
の
観
点
で
評
価
す
る
と
、
中
国

で
は
「
農
業
の
女
性
化
」
は
支
持
さ
れ
な
い
と
い
う
の
が
、
本
稿
の

暫
定
的
な
結
論
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
就
業
者
比
率
や
就
業
日
数
に
限
定
し
た
考
察
で

は
、「
農
業
の
女
性
化
」
と
関
連
し
た
多
様
な
側
面
が
把
握
困
難
で

あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
Ｃ
Ｈ
Ｎ
Ｓ
デ
ー
タ
を
利
用
し
たC

hang 
et al.

﹇2011 b

﹈
に
よ
る
と
、
世
帯
内
に
出
稼
ぎ
労
働
者
が
い
る
場

合
に
は
、
残
さ
れ
た
世
帯
員
に
よ
る
農
業
や
家
事
労
働
の
負
担
が
増

大
す
る
こ
と
、
特
に
中
高
年
や
義
務
教
育
世
代
の
女
性
に
関
し
て
そ

の
負
担
増
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
家
族
農

業
に
お
け
る
経
営
面
で
の
意
思
決
定
を
誰
が
担
っ
て
い
る
の
か
、
そ

し
て
時
間
と
と
も
に
意
思
決
定
の
主
体
は
変
化
し
て
い
る
の
か
と

い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
、
農
業
就
業
日
数
だ
け
で
は
明
ら
か
に
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、「
農
業
の
女
性
化
」
を
よ
り
厳
密
に

検
証
す
る
た
め
に
は
、Chen

﹇2004

﹈、Brosig et al.

﹇2009

﹈、de 
Brauw et al.

﹇2013

﹈、M
eng et al.

﹇2016

﹈
で
取
り
組
ま
れ
て
い

る
よ
う
に
、
世
帯
員
の
構
成
や
各
々
の
役
割
分
担
な
ど
を
考
慮
し
て

い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
近
年
の
研
究
で
は
、
農
業
経
営
の
効
率
性
や
夫
婦
間
の
収

入
格
差
、
家
庭
内
の
役
割
分
担
と
い
っ
た
社
会
経
済
問
題
に
と
ど
ま

ら
ず
、「
留
守
婦
女
」（
農
村
部
に
取
り
残
さ
れ
る
女
性
や
夫
人
）
の

心
理
面
・
健
康
面
や
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
影
響
、「
留
守
児

童
」（
農
村
部
に
取
り
残
さ
れ
る
農
民
工
の
子
供
）
の
教
育
・
健
康

表５　農村世帯調査（CHNS）による農業就業時間の推移

1991年 2000年 2009年

農業就業ありの世帯比率（％） 89 75 65

世帯当たり年間農業就業時間 3,528 1,976 1,399

女性の農業就業時間 1,943 1,058 748

女性の農業就業比率（％） 53 55 59

女性の就業時間に占める農業就業（％） 59 59 n.a.

注：農業就業日数は農業就業のある世帯に限定して集計している。
出所：de Brauw et al.［2012］と毛・劉［2009］より筆者作成。
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へ
の
影
響
と
い
っ
た
側
面
に
研
究
範
囲
が
広
が
っ
て
い
る
﹇Z

uo 
2004 ; 

呉
・
饒 2009 ; C

hang et al. 2011 b; H
uang et al. 2018 ; Lei 

et al. 2018
﹈。
し
た
が
っ
て
、
農
業
経
営
に
関
す
る
意
思
決
定
を
行

う
主
体
の
変
化
や
、
自
給
的
性
格
の
強
い
農
業
経
営
に
付
随
す
る
家

事
労
働
の
役
割
、
非
農
業
就
業
に
よ
っ
て
農
村
に
残
さ
れ
た
女
性
や

子
供
の
心
理
状
況
や
健
康
状
態
と
い
っ
た
側
面
に
注
目
し
、
広
い
意

味
で
の
「
農
業
の
女
性
化
」
を
考
慮
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
研

究
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
　
農
業
を
め
ぐ
る
経
済
環
境
の
変
化

　「
農
業
の
女
性
化
」
を
め
ぐ
る
社
会
経
済
的
な
含
意
を
正
確
に
理

解
す
る
た
め
に
は
、
男
女
間
の
農
業
就
業
比
率
や
非
農
業
の
就
業
状

況
に
注
目
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
農
業
を
め
ぐ
る
社
会
経
済
環
境
や

制
度
の
変
化
に
目
を
向
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
本
節
で
は

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
農
村
世
帯
の
所
得
構
成
と
農
村
労

働
市
場
の
変
化
、
そ
し
て
農
業
生
産
の
主
要
な
投
入
財
で
あ
る
労
働

と
農
業
機
械
と
の
代
替
関
係
に
焦
点
を
あ
て
、
農
業
を
め
ぐ
る
社
会

経
済
環
境
の
変
化
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

㈠
　
農
村
世
帯
の
収
入
構
成
の
変
化

　
前
節
で
整
理
し
た
よ
う
に
、
世
帯
全
体
と
し
て
の
農
業
就
業
日
数

は
一
九
九
〇
年
代
か
ら
大
幅
に
減
少
す
る
一
方
で
、
農
村
部
の
非
農

業
部
門
や
都
市
部
で
働
く
農
民
工
が
急
速
に
増
加
し
て
い
る
。『
中

国
統
計
年
鑑
』
の
産
業
別
就
業
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
第
一
次
産
業
の

就
業
者
数
に
つ
い
て
一
九
九
〇
年
の
三
億
八
九
一
四
万
人
か
ら
、
二

〇
〇
〇
年
に
は
三
億
六
〇
四
三
万
人
と
わ
ず
か
な
減
少
に
と
ど
ま
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
か
ら
急
激
な
落
ち
込
み
が
広
が

り
、
二
〇
一
〇
年
に
は
二
億
七
九
三
一
万
人
、
二
〇
一
八
年
に
は
二

億
二
五
八
万
人
に
減
少
し
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
農
民
工
は
二
〇

〇
〇
年
代
に
顕
著
な
増
加
を
み
せ
、
二
〇
〇
一
年
の
八
九
六
一
万
人

か
ら
二
〇
〇
六
年
に
は
一
億
三
二
一
二
万
人
に
達
し
、
年
平
均
八
・

一
％
と
い
う
大
幅
な
増
加
を
み
せ
て
い
る
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に

よ
る
輸
出
関
連
産
業
へ
の
打
撃
や
農
村
就
業
者
数
自
体
の
頭
打
ち
の

影
響
も
あ
り
、
二
〇
〇
八
年
以
降
の
年
平
均
の
増
加
率
は
三
〜
五
％

前
後
に
低
下
し
た
が
、
二
〇
一
八
年
の
農
民
工
数
は
一
億
七
二
六
六

万
人
に
達
し
〉
6
〈

た
。

　
こ
の
出
稼
ぎ
労
働
の
主
要
な
目
的
と
し
て
、
低
収
入
に
あ
え
ぐ
農

業
部
門
か
ら
抜
け
出
し
、
非
農
業
部
門
の
就
業
で
よ
り
多
く
の
所
得

を
稼
ぐ
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
実
際
、
就
業
構
造
の
変
化
は
所
得
構
成

に
顕
著
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
図
2
で
は
農
村
世
帯
の
一
人

当
た
り
名
目
所
得
を
農
業
所
得
（「
農
業
経
営
純
収
入
」）
と
非
農
業

所
得
（
農
業
以
外
の
自
営
業
純
収
入
、
賃
金
収
入
、
財
産
収
入
、
移

転
収
入
の
合
計
）
に
分
け
て
示
し
た
。
こ
の
図
に
示
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
農
村
世
帯
で
は
一
九
九
〇
年
代
半
ば
ま
で
農
業
所
得
が
所
得

全
体
の
六
割
以
上
の
比
率
を
占
め
て
き
た
。
し
か
し
一
九
九
〇
年
代
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後
半
の
食
糧
価
格
低
迷
を
受
け
て
、
農
業
所
得
は
絶
対
額
で
減
少
傾

向
を
示
し
、
そ
の
状
況
は
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
ま
で
続
い
た
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
非
農
業
所
得
は
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
大
き

な
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
非
農
業
所
得
の
構
成
比
も
一
九
九
五

年
の
三
八
・八
％
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
は
五
一
・六
％
と
農
業
所
得
の

割
合
を
上
回
り
、二
〇
一
〇
年
に
は
六
二
・三
％
に
ま
で
上
昇
し
た
。

こ
の
非
農
業
所
得
の
う
ち
、
出
稼
ぎ
収
入
を
含
め
た
賃
金
所
得
の
増

加
が
顕
著
で
あ
る
。
農
家
所
得
全
体
に
占
め
る
賃
金
所
得
の
割
合
も

一
九
九
〇
年
の
二
〇
・二
％
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
は
三
一
・二
％
へ
と

大
き
く
上
昇
し
、
二
〇
〇
九
年
に
は
農
業
所
得
の
比
率
（
三
八
・

六
％
）
を
初
め
て
上
回
る
四
〇
・
〇
％
に
達
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

就
業
構
造
の
変
化
は
農
村
世
帯
の
所
得
構
成
の
再
編
を
引
き
起
こ

し
、
と
り
わ
け
所
得
面
で
農
業
の
重
要
性
が
顕
著
に
低
下
し
て
き
た

こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

㈡
　
労
働
コ
ス
ト
の
上
昇
と
農
業
機
械
化
の
展
開

　
非
農
業
就
業
の
増
加
は
非
農
業
所
得
の
増
加
を
も
た
ら
す
反
面
、

教
育
水
準
が
相
対
的
に
高
く
、
体
力
的
に
も
有
利
な
若
年
層
や
壮
年

層
の
都
市
部
へ
の
流
出
を
引
き
起
こ
す
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

野
菜
や
果
物
な
ど
の
労
働
集
約
的
な
農
作
物
の
栽
培
を
行
う
際
、
十

分
な
労
働
力
を
集
め
る
こ
と
が
以
前
よ
り
も
難
し
く
な
る
な
ど
、
農

村
部
に
お
い
て
も
労
働
力
不
足
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

　
農
村
部
の
労
働
需
給
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、生
産
費
調
査
（『
全
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図２　所得源泉別の農村世帯所得の推移

出所：『中国農村住戸調査年鑑』各年版と『中国住戸調査年鑑 2013』より
筆者作成。2013年以降は所得の定義と内訳の分類方法が変更されたため、
図には含まれていない。
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国
農
産
物
成
本
収
益
資
料
』）
に
基
づ
き
、
農
業
労
働
者
の
実
質
日

給
（
農
村
Ｃ
Ｐ
Ｉ
で
実
質
化
、
一
九
九
八
年
＝
一
〇
〇
、
主
要
穀
物

の
生
産
費
を
利
用
）
を
算
出
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
一
九
九
八
〜

二
〇
〇
三
年
の
実
質
日
給
は
約
一
八
元
の
水
準
に
と
ど
ま
り
、
年
ご

と
の
変
化
も
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
二
〇
〇
四
年
か

ら
実
質
日
給
の
上
昇
傾
向
が
顕
著
と
な
り
、
二
〇
〇
六
年
に
は
二

七
・
七
元
、
二
〇
一
〇
年
に
は
四
八
・
〇
元
、
二
〇
一
七
年
に
は
七

七
・
六
元
に
達
す
る
な
ど
、
実
質
日
給
は
一
五
年
間
で
四
倍
以
上
に

増
加
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
か
ら
農
業
労

働
力
の
需
給
が
逼
迫
し
て
き
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
農
業
労
働
者
の
不
足
と
賃
金
上
昇
は
、
農
業
機
械
化
の
大

き
な
促
進
要
因
と
な
っ
て
き
た
。『
中
国
統
計
年
鑑
』
に
よ
る
と
、

広
範
囲
で
の
耕
耘
が
可
能
な
大
中
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
保
有
台
数
は
一

九
八
〇
年
代
前
半
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
ま
で
七
〇
〜
八
〇
万
台

に
低
迷
し
て
い
た
。
し
か
し
、
農
村
部
の
雇
用
賃
金
上
昇
が
広
が
っ

て
き
た
二
〇
〇
四
年
頃
か
ら
、
大
中
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
保
有
台
数
の

増
加
傾
向
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。
大
中
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
保
有
台

数
で
み
る
と
、
二
〇
〇
四
年
の
一
一
二
万
台
か
ら
二
〇
〇
九
年
に
は

二
・
五
倍
と
な
る
三
五
二
万
台
に
増
加
し
、
そ
の
後
の
増
加
率
は
や

や
減
速
す
る
も
の
の
、
二
〇
一
二
年
に
は
保
有
台
数
は
五
二
七
万

台
、
二
〇
一
七
年
に
は
六
七
〇
万
台
に
達
し
た
。

　
こ
の
傾
向
を
後
押
し
し
た
の
が
、
農
業
機
械
購
入
補
助
金
の
存
在

で
あ
る
。
農
業
機
械
の
利
用
を
通
じ
た
農
業
生
産
性
の
向
上
を
実
現

す
る
た
め
、
中
国
政
府
は
二
〇
〇
四
年
一
一
月
か
ら
農
業
機
械
化
促

進
法
を
施
行
し
、
農
業
部
と
財
政
部
に
よ
る
大
型
農
業
機
械
（
コ
ン

バ
イ
ン
、
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
）
向
け
の
補
助
金
支
給
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。
開
始
初
年
の
二
〇
〇
四
年
に
は
、
本
制
度
の
対
象
地
域
は
一

六
省
の
食
糧
主
産
地
（
六
六
県
）
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇

五
年
に
は
全
国
の
五
〇
〇
県
、
二
〇
〇
六
年
に
は
一
〇
八
〇
県
、
二

〇
〇
七
年
に
は
一
七
一
六
県
、
二
〇
〇
八
年
以
降
は
二
六
五
三
県
に

広
が
っ
て
い
る
。

　
こ
の
農
業
機
械
購
入
に
対
す
る
補
助
比
率
の
上
限
は
、
開
始
当
初

の
二
〇
〇
四
年
か
ら
一
貫
し
て
購
入
金
額
の
三
〇
％
に
定
め
ら
れ
て

い
る
が
、
一
般
農
業
機
械
に
関
す
る
一
台
当
た
り
の
補
助
金
の
上
限

額
は
二
〇
〇
七
年
に
は
三
万
元
か
ら
五
万
元
に
変
更
さ
れ
、
一
〇
〇

〜
二
〇
〇
馬
力
の
農
業
機
械
に
関
す
る
補
助
金
上
限
額
も
二
〇
一
三

年
に
は
一
二
万
元
か
ら
一
五
万
元
に
引
き
上
げ
ら
れ
〉
7
〈

た
。
さ
ら
に
、

補
助
対
象
の
農
業
機
械
の
種
類
や
品
目
が
徐
々
に
広
げ
ら
れ
、
農
業

機
械
補
助
金
の
支
給
額
も
顕
著
な
増
加
を
示
し
て
い
る
。
具
体
的
に

述
べ
る
と
、
補
助
金
支
給
額
の
合
計
は
二
〇
〇
五
年
の
三
億
元
、
二

〇
〇
八
年
の
四
〇
億
元
か
ら
、
二
〇
〇
九
年
に
は
一
三
〇
億
元
、
二

〇
一
三
年
に
は
二
一
八
億
元
、
二
〇
一
六
年
に
は
二
三
八
億
元
に
増

額
さ
れ
て
き
た
（『
中
国
農
業
発
展
報
告
』
各
年
版
）。

　
こ
の
大
中
型
農
業
機
械
の
急
速
な
普
及
と
と
も
に
、
広
範
囲
か
つ

長
期
に
わ
た
っ
て
耕
耘
や
収
穫
作
業
を
専
門
的
に
行
う
「
賃
刈
屋
」

も
数
多
く
出
現
し
、
穀
物
を
中
心
に
農
作
業
の
外
部
委
託
も
着
実
に
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進
展
し
て
い
る
。
農
業
の
機
械
化
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、
機
械
化

率
の
推
移
を
農
作
業
別
に
図
3
で
整
理
し
た
。
ま
ず
、
機
械
化
が
最

も
先
行
し
て
い
る
耕
耘
作
業
を
み
て
い
く
と
、
一
九
九
〇
年
代
末
は

機
械
化
率
が
五
割
前
後
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
五
年
頃
か

ら
明
確
な
上
昇
傾
向
が
み
ら
れ
、
二
〇
一
〇
年
に
は
七
〇
％
、
二
〇

一
七
年
に
は
八
二
％
に
高
ま
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
播
種
・

田
植
え
と
収
穫
作
業
で
は
農
作
物
の
品
種
や
栽
培
方
法
、
地
形
的
な

制
約
の
た
め
に
機
械
化
率
が
相
対
的
に
低
く
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
そ

れ
ぞ
れ
二
六
％
と
一
八
％
に
低
迷
し
て
い
た
。
し
か
し
二
〇
〇
〇
年

代
に
入
る
と
両
作
業
と
も
に
機
械
化
が
進
展
し
、
と
く
に
収
穫
作
業

の
機
械
化
率
上
昇
は
顕
著
で
、
二
〇
一
〇
年
に
は
三
八
％
、
二
〇
一

六
年
に
は
五
六
％
に
達
し
、
播
種
・
田
植
え
作
業
の
機
械
化
率
を
上

回
っ
て
い
る
。

　
農
作
業
の
機
械
化
率
の
上
昇
と
と
も
に
、
作
物
栽
培
に
投
下
さ
れ

る
労
働
日
数
は
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
た

め
、
表
6
で
は
前
述
の
生
産
費
調
査
を
利
用
し
て
、
単
位
面
積

（
ム
ー
、
一
ム
ー
は
約
六
・六
七
ア
ー
ル
）
当
た
り
の
作
物
別
の
労
働

（
家
族
労
働
、
雇
用
労
働
）
投
入
日
数
を
ま
と
め
た
。
ま
ず
、
穀
物

（
コ
メ
、
小
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）
の
栽
培
に
投
下
さ
れ
る
総
労
働

日
数
を
み
る
と
、
二
〇
〇
〇
年
の
一
二
・
二
日
か
ら
二
〇
〇
五
年
に

は
九
・六
日
、
二
〇
一
〇
年
に
は
六
・九
日
、
そ
し
て
二
〇
一
五
年
に

は
五
・
六
日
と
な
り
、
こ
の
一
五
年
間
で
労
働
投
入
日
数
が
半
減
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
労
働
の
内
訳
を
み
る
と
穀
物
の
雇

用
労
働
日
数
は
そ
も
そ
も
非
常
に
わ
ず
か
で
、
時
系
列
的
な
変
化
も

ほ
と
ん
ど
な
い
の
に
対
し
て
、
家
族
労
働
の
労
働
日
数
が
顕
著
に
減

少
し
て
き
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
農
業
機
械
に

よ
る
農
業
労
働
の
代
替
が
急
速
に
進
展
し
た
こ
と
を
反
映
し
て
、
穀

物
栽
培
の
総
費
用
に
占
め
る
機
械
作
業
費
の
割
合
が
、
二
〇
〇
〇
年

の
六
％
か
ら
二
〇
一
五
年
に
は
一
三
％
に
上
昇
し
た
こ
と
も
生
産
費

調
査
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
。

0

20

40

60

80

100

1996 1999 2002 2005 2008 2011 2014 2017

耕耘
播種・田植え
収穫

（年）

（％）

図３　農作業の機械化率の推移

出所：『中国農業発展報告』各年版、『中国農業統計資料』
各年版より筆者作成。
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穀
物
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
、
園
芸
作
物
と
い
っ
た
労
働
集
約
度

の
高
い
農
産
物
に
お
い
て
も
、
単
位
面
積
当
た
り
の
投
下
労
働
日
数

に
低
下
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
表
6
に
例
示
し
た
よ
う
に
、
野
菜
（
都

市
近
郊
）
の
平
均
労
働
日
数
は
二
〇
〇
〇
年
の
四
七
・
一
日
か
ら
二

〇
一
五
年
に
は
三
二
・四
日
、
リ
ン
ゴ
に
つ
い
て
も
四
三
・九
日
か
ら

三
七
・
四
日
に
減
少
し
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
注
意
す
べ
き
は
労
働

日
数
に
関
す
る
内
訳
の
変
化
で
あ
り
、
野
菜
と
リ
ン
ゴ
と
も
に
家
族

労
働
の
投
入
日
数
が
大
き
く
減
る
一
方
で
、
雇
用
労
働
の
投
入
日
数

が
徐
々
に
増
え
て
い
〉
8
〈

る
。
こ
の
こ
と
は
、
労
働
集
約
的
な
農
作
物
の

栽
培
で
は
家
族
労
働
と
雇
用
労
働
と
の
代
替
が
進
展
し
て
き
た
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
。
実
際
、
生
産
費
用
に
占
め
る
雇
用
労
働
費
の
割

合
で
み
て
も
、
二
〇
〇
〇
年
の
野
菜
と
リ
ン
ゴ
の
比
率
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ

で
あ
っ
た
も
の
が
、
二
〇
一
〇
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
二
％
と
二

二
％
、二
〇
一
五
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
七
％
と
二
五
％
に
上
昇
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
農
民
工
の
急
増
は
都
市
部
の
み
な
ら
ず
、
農
村
の

労
働
需
給
や
農
業
経
営
体
系
に
対
し
て
も
多
大
な
変
化
を
も
た
ら

し
、
そ
れ
に
呼
応
す
る
形
で
農
村
世
帯
に
関
す
る
農
業
の
位
置
づ
け

や
農
作
業
の
役
割
分
担
も
変
わ
り
続
け
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
農
業

を
め
ぐ
る
経
済
環
境
の
変
容
の
な
か
で
、「
農
業
の
女
性
化
」
と
い

う
現
象
を
理
解
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

表６　生産費調査にみる作物別の平均労働投入日数 （日／ムー）

2000年 2005年 2010年 2015年

穀物
（コメ、小麦、トウモロコシ）

総労働日数 12.2 9.6 6.9 5.6

家族労働 11.7 9.2 6.6 5.3
雇用労働 0.5 0.4 0.3 0.3

野菜（大都市近郊）
 総労働日数 47.1 46.1 38.4 32.4

家族労働 45.7 42.7 31.9 24.1
雇用労働 1.4 3.4 6.5 8.3

リンゴ
総労働日数 43.9 39.8 43.7 37.4

家族労働 42.6 32.8 27.4 24.9
雇用労働 1.3 7.0 16.3 12.5

出所：『全国農産品成本収益資料匯編』各年版より筆者作成。
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ま
と
め

　
本
稿
で
は
、
中
国
に
お
け
る
女
性
の
農
業
就
業
に
焦
点
を
あ
て
、

「
農
業
の
女
性
化
」
が
中
国
で
広
が
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
農

業
セ
ン
サ
ス
と
大
規
模
家
計
調
査
に
基
づ
い
て
検
証
し
て
き
た
。
分

析
の
結
果
、
農
業
就
業
者
の
男
女
別
構
成
比
に
関
し
て
時
系
列
的
に

女
性
比
率
は
上
昇
し
て
い
な
い
こ
と
、
農
村
世
帯
全
体
と
し
て
農
業

就
業
日
数
は
顕
著
に
減
少
す
る
一
方
で
、
非
農
業
就
業
の
重
要
性
が

高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
世
帯
全
体
の
農
業
就
業
日
数
に

占
め
る
女
性
比
率
は
顕
著
な
上
昇
を
示
し
て
い
な
い
こ
と
が
浮
き
彫

り
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
男
女
別
の
就
業
者
比
率
や
就
業
日
数

比
率
の
観
点
か
ら
評
価
す
る
と
、
中
国
の
「
農
業
の
女
性
化
」
は
必

ず
し
も
支
持
さ
れ
な
い
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

本
論
文
は
「
農
業
の
女
性
化
」
を
農
業
就
業
者
と
就
業
日
数
の
観
点

か
ら
評
価
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
農
業
・
非
農
業
間
の
帰
属
賃
金

の
統
計
的
比
較
や
農
業
経
営
の
意
思
決
定
主
体
の
変
容
、
農
村
に
残

留
す
る
世
帯
員
の
健
康
・
心
理
状
態
等
と
い
っ
た
異
な
る
側
面
に
注

目
し
、
こ
の
仮
説
を
よ
り
立
体
的
に
考
察
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
後

の
重
要
な
研
究
課
題
と
い
え
る
。

　
さ
ら
に
本
稿
で
は
、「
農
業
の
女
性
化
」
を
め
ぐ
る
農
村
・
農
業

の
社
会
経
済
的
な
環
境
変
化
と
、
農
業
生
産
体
系
の
変
容
に
つ
い
て

考
察
し
て
き
た
。
中
国
で
は
農
村
住
民
の
非
農
業
就
業
が
着
実
に
進

展
す
る
一
方
で
、
農
業
所
得
の
伸
び
は
相
対
的
に
低
迷
し
、
農
村
世

帯
の
所
得
に
占
め
る
農
業
所
得
の
割
合
も
二
〇
〇
〇
年
に
は
五
割
を

下
回
る
な
ど
、
世
帯
で
の
農
業
経
営
の
重
要
性
が
明
確
に
低
下
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
農
民
工
の
増
加
に
伴
う
農
村
労
働
人
口
の
減
少
は

農
業
労
働
者
の
不
足
と
賃
金
上
昇
を
引
き
起
こ
し
て
き
た
こ
と
、
そ

し
て
農
業
労
働
者
の
賃
金
上
昇
は
穀
物
を
中
心
に
農
業
機
械
に
よ
る

家
族
労
働
の
代
替
を
促
進
し
、
農
作
業
の
機
械
化
が
顕
著
に
進
展
し

て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
農
業
を
め
ぐ
る
マ

ク
ロ
経
済
環
境
の
変
容
が
、
家
族
農
業
の
就
業
構
造
の
変
容
、
す
な

わ
ち
非
農
業
就
業
者
の
増
加
や
農
業
就
業
日
数
の
顕
著
な
減
少
に
明

確
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
中
国
の
「
農
業
の
女
性
化
」
を
考
察
す
る
際
に
は
、
こ
の
よ
う
な

農
村
経
済
構
造
の
変
容
に
関
す
る
マ
ク
ロ
的
視
点
を
も
つ
こ
と
は
極

め
て
重
要
で
あ
る
。
断
片
的
な
資
料
や
安
易
な
印
象
論
に
基
づ
い
て

農
村
労
働
の
あ
り
方
を
議
論
す
る
の
で
は
な
く
、
信
頼
性
の
高
い
統

計
調
査
と
先
行
研
究
の
成
果
、
そ
し
て
現
地
で
の
知
見
を
適
切
に
組

み
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
な
作
業
と
い
え
る
。
加
え
て
、
農

村
世
帯
が
直
面
す
る
就
業
選
択
や
労
働
配
分
に
関
す
る
意
思
決
定
を

慎
重
か
つ
詳
細
に
議
論
し
て
い
く
こ
と
も
、「
農
業
の
女
性
化
」
に

関
す
る
学
術
研
究
の
発
展
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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注〈
1
〉 
途
上
国
の
「
農
業
の
女
性
化
」
に
関
す
る
体
系
的
な
研
究
と
し

て
、Katz
﹇2003

﹈、D
eere

﹇2005

﹈、Lastarria-C
ornhiel

﹇2006

﹈、

W
orld Bank

﹇2016

﹈
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

〈
2
〉 

二
〇
〇
六
年
の
セ
ン
サ
ス
で
は
、
農
業
就
業
者
と
農
村
労
働
者

に
関
す
る
年
齢
階
層
別
構
成
比
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
本
デ
ー
タ
に

よ
る
と
、
五
一
歳
以
上
の
構
成
比
に
つ
い
て
農
業
就
業
者
と
農
村
労

働
者
で
は
そ
れ
ぞ
れ
三
二
・五
％
と
二
五
・
〇
％
、
三
〇
歳
以
下
の
構

成
比
は
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
・三
％
と
三
〇
・四
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
も
、
農
業
就
業
者
は
農
村
労
働
者
よ
り
も
全
体
的
に
高
い

年
齢
層
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

〈
3
〉 

安
徽
省
の
人
口
セ
ン
サ
ス
に
基
づ
き
、
総
就
業
者
数
と
農
業

（
農
林
牧
漁
業
）
就
業
者
の
男
女
比
の
差
か
ら
「
農
業
の
女
性
化
」

を
考
察
し
た
蔡
・
黄
﹇2017

﹈
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
〇
〜
二
〇
一
〇

年
の
時
期
に
男
性
の
非
農
業
就
業
が
進
展
し
た
結
果
、
女
性
の
農
業

就
業
者
比
率
が
顕
著
に
高
ま
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
地
域
全
体
の
就
業
者
と
農
業
就
業
者
の
男
女
比
に
よ
る
考
察
で

は
、
戸
籍
制
度
改
革
の
影
響
や
都
市
人
口
の
変
動
（
地
域
間
の
人
口

流
入
・
流
出
、
都
市
人
口
の
男
女
比
の
変
化
な
ど
）
と
い
っ
た
要
因

も
含
ま
れ
る
た
め
、
人
口
セ
ン
サ
ス
を
利
用
し
た
分
析
結
果
の
解
釈

に
つ
い
て
は
慎
重
な
取
り
扱
い
が
必
要
で
あ
る
。

〈
4
〉 

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
独
自
の
質
問
票
に
基
づ
い
て

収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
と
国
家
統
計
局
家
計
調
査
か
ら
提
供
さ
れ
た

デ
ー
タ
か
ら
構
成
さ
れ
、
所
得
デ
ー
タ
以
外
に
も
世
帯
・
個
人
の
属

性
情
報
や
就
業
状
況
に
関
す
る
詳
細
な
調
査
デ
ー
タ
が
含
ま
れ
る
。

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、Sicular et al. ed.

﹇2020

﹈
を
参

照
さ
れ
た
い
。

〈
5
〉 

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
就
業
状
況
に
関
す
る
詳
細
な
要

因
分
析
に
つ
い
て
は
、
厳
﹇2016

﹈
やH

oken

﹇2017

﹈
な
ど
を

参
照
の
こ
と
。

〈
6
〉 

農
民
工
の
総
数
に
つ
い
て
は
、
国
家
統
計
局
の
「
全
国
農
民
工

監
測
調
査
報
告
」
に
基
づ
く
。

〈
7
〉 

農
業
機
械
購
入
補
助
金
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
省
大

臣
官
房
国
際
部
国
際
政
策
課
編
﹇2011

﹈、
農
業
部
Ｈ
Ｐ
（http://

www.m
oa.gov.cn/

）
を
参
照
し
た
。

〈
8
〉 

二
〇
一
五
年
の
リ
ン
ゴ
の
雇
用
労
働
投
入
日
数
が
減
少
し
て
い

る
理
由
と
し
て
、
二
〇
一
五
年
前
後
か
ら
リ
ン
ゴ
の
販
売
低
迷
が
広

が
り
、
生
産
農
家
の
単
位
面
積
当
た
り
の
利
潤
が
大
幅
減
に
な
っ
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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